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要     旨 

【緒言】                                     

肺結核では、上葉や segment（S）6に空洞を伴う粒状影や浸潤影を呈することが典型的で

ある。肺結核が典型的でない画像陰影を呈すると、診断の遅れが生じる可能性がある。本

研究の目的は、非典型的画像陰影を呈するリスク因子を解析することである。                                      

【研究対象及び方法】                               

2013 年 1 月から 2016 年 12 月の間に、喀痰抗酸菌塗抹検査陽性となり西別府病院に入院

した活動性肺結核患者を対象とした。入院時の胸部 CTで、S1-3もしくは S6の 50％以上

の範囲に陰影を認め、その他の部位には 50％以下の陰影であるものを上肺野優位分布と定

義した。上記を S4-5 としたものを中肺野優位分布、S7-10 としたものを下肺野優位分布、

上記のいずれにも該当しないものをびまん性分布と定義した。患者の臨床データ、入院時

CT画像などの情報は電子カルテから後方視的に収集した。                             
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【結果】                                     

喀痰抗酸菌塗抹陽性で入院した肺結核患者は 276例であった。そのうち入院時に喀痰の一

般細菌検査を行っていない 9例、喀痰から何らかの一般細菌が培養された 166例、入院時

に CTを撮影していない 7例を除外し、94例を今回の研究対象とした。空洞を認めない患

者は 94 例中 45 例（48％）であり、上肺野優位でない分布を呈した患者は 67 例（71％）

であった。多変量解析では、C-reactive protein (CRP)が低値であると空洞ができにくく

（OR 0.808; 95％ CI 0.674-0.967; p = 0.020）、performance status（PS）が不良であ

ると上肺野優位ではない分布を呈する（OR 2.155; 95％ CI 1.257-3.693; p = 0.005）こ

とがわかった。PS 0では上肺野優位分布が最も多いが（71％）、PSが不良になるにつれて

びまん性分布が増え、PS 4では全例がびまん性分布を呈した。             

【考察】                                     

CRPが低値であると空洞病変を呈しにくい理由として、初期の結核で炎症が軽度であった

可能性がある。また、免疫不全状態では CRPが上昇しにくいとの報告があり、免疫不全状

態では空洞を形成しにくいため、CRP低値が免疫能低下を示唆した可能性がある。      

PS不良の患者が上葉や S6優位の陰影にならなかった背景には、彼らは臥位で過ごす時

間が長く、喀痰排出能力が低下しており、重力の影響を受けるために典型的な上肺野優位

の所見にはならなかった可能性がある。                                   

 本研究の強みとして、CRPや PSと肺結核患者の胸部画像との関連を初めて検討したこ

と、胸部 X 線ではなく胸部 CT を用いて陰影の性状と分布を解析していること、喀痰一般

細菌培養陽性患者を除外することで肺炎合併による胸部画像への影響を減じたことが挙げ

られる。                                       

【結語】                                     

肺結核では、CRP 低値であると空洞は形成されにくく、PS が不良であると上肺野優位の

分布を呈しにくい。このような因子をもつ患者は非典型的な胸部画像を呈する可能性が高

く、結核診断の遅れが起こらないよう十分留意する必要がある。                                                                                                                                         

                                                                                        


